
電子証拠に関する講演会 
後援：合意形成学国際プログラム（IPCOB：http://www.ipcob.org/） 

 

 

 

講演者：Stephen Mason氏（英国バリスター(法廷弁護士)） 
編著書 

International Electronic Evidence,(BCLC 2008)  

Electronic Evidence, (LexisNexis 2008) 

Electronic Signature in Law, (Tottel 2007) 
 

日時：４月１７日（金曜）13：20から１時間程（QA

含む英語） 

場所：東工大大岡山キャンパス西９号館２０３

ゼミ室 

 

内容： 

紙媒体の記録を念頭に築かれてきた各国の法制度は、電子的記

録(ESI)が情報の大半を占めるようになった現在では大きな変化を

求められるようになっています。講演者は電子署名、電子証拠に関

する各国法制度を広く比較検討するために注釈書の編纂をつづけ

てきました。 

電子証拠の基本的な問題の説明と比較法プロジェクトの各国の実

務家から協力を得た数十カ国にわたる比較法書籍発刊のプロジェ

クトの作業（ボトムアップ型）の過程について、合意形成にも言及す

る。 


